
●高齢化・人口減少が進展しており、地域活
性化を図るため有志が平成21年度に出資し、
プロジェクトおおわに事業協同組合を設立。

●大鰐町に江戸時代から続く、伝統野菜「大
鰐温泉もやし」のほか、寒暖差を活かした
大鰐高原野菜をブランド化し発信して いる。

●平成21年には、町の交流施設「鰐come(カ
ム)」の指定管理者となり、日帰り温泉大浴
場、研修施設の運営管理を行いながら、加
工品開発に取り組むなど町や県等と連携し
て、「日本の田舎町再生のお手本づくり」を
目指している。

概 要

○伝統野菜である「大鰐温泉もやし」の地域
団体商標登録（H24）を進め、マスコミに取
り上げられる機会が増加し、消費者から
も好評を得ている。。

○「大鰐温泉もやし」のブランド化戦略は、地
元や首都圏の売上げに一定の成果があり、
地 域 の 所 得 向 上 に 貢 献 し て い る 。

○大鰐温泉もやしの売上額は、約300万円
から 510万円に増加(H24－H28)。

○直売所の売上額は、約2 ,150万円から
3,490万円に増加(H24－H28)。

①プロジェクトおおわに事業協同組合

伝承四百年「大鰐温泉もやし」で地域おこし

取組の効果

おお わに まち

青森県大鰐町
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●住民同士で地域の将来を話し合う中、「過疎
化、高齢化、一人暮らし世帯・高齢者世帯
の増加等の課題を解決していかなければ
地域の未来はない」という意見が一致し、平
成20年に地域の活性化を目的に協議会を
設立した。

●「みんなが主役、みんなで実践」をモットーに、
６次産業化、「農」と医療・福祉、高齢者・障
がい者が活躍する機会をつくっている。

●地域のディサービスや障がい者施設、保育
園と共同で設置した「福祉農園」を生産・交
流の場として位置付け、契約栽培やふるさ
と宅配便、６次産業化では、地元の里山に
自生している山の果実（ガマズミ、ナツハゼ
等）を活用したゼリーを開発。また、高齢者
世帯への配食サービスのほか病院、買物な
どの外出支援を実施。

概 要

○地域住民の理解が徐々に醸成され、医
療・福祉に至っては、花巻市から介護予
防・日常生活支援総合事業を受託するな
ど、地域とのつながりを強化・拡大している。

○福祉農園の設置により、交流人口の増加
や障がい者・高齢者が農業を通じて活躍
する生きがいづくりが促進されている。

○福祉農園の交流人口は、約920人から
約1,570人に増加(H26－H28)。

○行政区の住民全てが活動に参加している
ことから、地域住民の社会参加の意識が
高まり地域全体が活動の主役となっている。

②高松第三行政区ふるさと地域協議会

『農福連携』で、地域が元気になりました！

取組の効果

はな まき し

岩手県花巻市
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●過疎化・高齢化が進んでおり、山村活性化
を図るため、平庭高原「日本一の白樺美林」
を宣言し、平成26年に協議会を設立。

●白樺美林のビュースポットを整備、美観保全
活動、癒やし・健康をテーマとした白樺林体
験観光ツアーを実施。

●白樺樹液を活用した飲料水やボディソープ、
オールインワンジェルなどの美容・健康商品
等を開発。

概 要

○美観保全活動（草刈り、植樹など）の交流
人口は、34人から70人に増加(H26－H27)。

○癒やし・健康といった、消費者目線の商品
開発や体験メニューづくりが行われている。

○白樺樹液飲料水「白樺の一滴」の生産量
は、1,000本から5,000本に増加(H27－H29
見込み)。

○観光業、商業、自治体等の活動への参加
意識が高まり、久慈市を中心として取組を
サポートする体制が整った。

③平庭高原「森の恵み・白樺の一滴」
活用推進協議会

白樺美林を未来に繋ぎ、商品開発で地域活性

取組の効果

く じ し

岩手県久慈市
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●町面積の９割超が森林原野であり、やませ
の影響で冷涼な気候であったことから当初、
沢水を利用した水わさびの栽培に着手。

●沢水の水量や水温が安定しないことから、
針葉樹を中心とする広大な山林原野を活用
した「畑わさび」に転換。

●約43ヘクタール（H28）と日本一のわさび生
産量を誇る産地が形成されている。

概 要

○広大な山林原野を「森の畑」とすることで、
日本一の畑わさびの産地を形成し、単品目
で年間１億円以上の販売額を誇る「宝の
山」としている。

○生産規模を拡大したことで、第一線を退い
た60才以上の労働力や地元にＵターンした
若年層の雇用創出と定住化が図られてい
る。

○５つある生産組合、出荷組合が生産者連
絡協議会で一元化され、町を事務局として
取組をサポートする体制が整った。

○わさび出荷量は、約357ﾄﾝから約413ﾄﾝに
増加、また、販売額は、約１億3,100万円か
ら約１億5,500万円に増加(H25－H28)。

④岩泉町わさび生産者連絡協議会

農家・関係機関・行政が一体となった取組！オール岩泉で生
産量日本一の畑わさび

取組の効果

いわ いずみ ちょう

岩手県岩泉町
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●宮城県の山間地である鳴子地域は、離農に
伴い耕作放棄地が増加していた中、鳴子の
田んぼや農村風景、つくる人と食べる人みん
なの力で地域の農を支えるため、鳴子の米
プロジェクトが開始された。

●鬼首（おにこうべ）での試験栽培から山間地
向け奨励品種「ゆきむすび」が誕生した
（平成19年度）。

●地域の農村文化の象徴でもある自然乾燥
「くい掛け」にこだわり、作り手が再生産でき
る価格を決め、食べ手が事前予約する、買
い支えの仕組みづくり（ＣＳＡ）を考案実践し
ている。

●職人達はご飯にあう器を、お菓子屋は米粉
で菓子をつくり、女性達はおむすびの試作を
重ね、「鳴子温泉のゆきむすび」が店頭に並
び地域の食文化を発信している。

概 要

○小規模生産農家が、安心して米作りに取
り組める価格を設定し、消費者は、小規模
農業の生産を支援しながら、安全な食を求
める農産物を購入できる仕組みとなってお
り、「ゆきむすび」の予約者は、約700人か
ら約950人に増加(H24－H28)。

○農業者のみならず集落、観光業者、自治
体等の人や地域の結びつきを深めている。

○鳴子温泉という観光資源と結びつけ来訪
者、飲食店での売上げ拡大にも寄与してい
る。

○田植え、稲刈りなどイベントの交流人口は
約700人から約1,500人に増加(H24－H28)。

⑤ＮＰＯ法人 鳴子の米プロジェクト

地域で支える農業（ＣＳＡ）～鳴子の米ゆきむすび～

取組の効果

おお さき し

宮城県大崎市
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